
  

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小天東小 
小天東小閉校委員会便り 

№９ 令和２年３月１日 

発行：小天東小閉校委員会 

 

小天東小最後のＰＴＡ会長として“

地域から愛され、良き伝統を築き上げてきた小天東小学校の、１４４年という長い歴史に幕

を閉じる一年となりました。 

５月に開催された運動会では、最後の運動会ということもあり、本当に沢山の地域の方々に

ご参加頂き、子ども達も最高の環境の中で一生懸命に競技や遊戯に励むことができましたこと

に感謝申し上げます。子ども達にとっても保護者にとっても、忘れられない記憶に残る運動会

になりました。 

資源回収では、保護者の人数も少ないため、今年は地域の方々に資源物を直接、運動場に持

って来て頂き、作業もスムーズに進めることが出来ました。 

また、美化作業でも元気会・閉校実行委員会の皆様にもご協力頂いたおかげで、子ども達が

怪我することなく、伸び伸びと駆け回れる環境にすることが出来ました。ＰＴＡ会長として、

そして、一人の親としてこの１年、閉校実行委員の皆様、地域の皆様と沢山の方々に支えて頂

き、子ども達の成長と共に多くの思い出が出来たことを大変嬉しく思っております。本当にあ

りがとうございました。 

この３月で小学校は閉校致しますが、子ども達は小天東小学校で学んだことを胸に新しい環

境のもと、勉強に運動にと頑張ってくれることと思いますので、地域の皆様方には、これまで

同様、子ども達を温かく見守り下さいますようお願い致します。 

１年間大変お世話になり、ありがとうございました。 

ＰＴＡ会長・副実行委員長 星野 幸一 

 

 

 

 閉校にあたり、墓前に報告する予定でしたが、

天候不良により、急遽、萬年先生の生家で行いま

した。 

実行委員長の挨拶・祭文献上で、地域社会への

多方面にわたる功績を再認識しました。 

読経は、小天東小にゆかりのある来照寺住職 

笠先生でした。ご縁を感じました。 

焼香を、子孫、親族、参列者全員で行いました。 

最後に、子孫を代表して、濱﨑永子さん（萬年

先生は五代前の先祖にあたります）が謝辞を述べ

られました。 

 心に残るとても良い墓前祭となりました。 

 

村端委員長の祭文献上 

初代校長 

福島潔先生の子孫 福島一雄氏 

ル
ー
プ
橋
中
ほ
ど
に
あ
る
萬
年
先
生
の
墓 

来
照
寺
住
職
の
お
話 


